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美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…。

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

JR美濃太田駅北口より乗車、「文化の森」下車
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　https://aiai-bus.com/

■交通
●鉄　道

●自動車
●あい愛バス

 JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分
東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分

TEL

■ご利用のご案内
開館時間

休  館  日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00）
月曜日
（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

病院

かも～る

17

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。

●会場 ●内容●日時
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美濃太田駅北口発 文化の森着
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文化の森発 美濃太田駅北口着

刊行物の紹介
商品価格は税込みです。

林魁一発見品と大正13（1924）年に
報告された図

　12 月25日（水）
　  1 月12日（日）
　  13:30-14:30

1 月26日（日）

企画展示室
美術工芸展示室

参加料：無料 定員：15 名

参加料：無料
12月29日～1月3日、6日、14日、20日、27日
2月 3日、10日、17日、25日
3月 3日、10日、17日、24日、31日

【1･2･3 月の休館日】

会期
2020年度、当館で「石の記憶、泥の声」
展を開催した彫刻家・林武史が手掛
けた、石の彫刻制作に関連するドロー
イングの数々を展覧します。また作
家が「石の記憶、泥の声」展に向け
た準備期間中のコロナ禍に、東京藝
術大学の教え子と共に制作したリ
レー・ドローイングを併せて紹介し
ます。

会期
美術工芸展示室会場

同時開催
収蔵品展　林武史 ドローイング展予告

来年の開館 25 周年を前に、当館で開館以来「芸術と自然」をテーマに開
催してきた現代美術レジデンスプログラムの歩みをたどります。収蔵品
から選んだ参加作家の作品を展示する他、昨年までの 23 年分を振り返る
パネル展、参加作家を講師に迎えた関連企画などを会期中に行います。

会場 企画展示室
展示ホール

会場

会期
�����

�/�� －�/��日土 会期
�����

�/�� －�/��日土

日時 ����� �/��日 �����������

芸術と自然

観覧無料

観覧無料

 　加茂郡内の太田町と古井町を中心に、山之上村、蜂屋村、加茂野村、伊深村、三和村（川浦地区、廿屋地区）、下米田村、和知村牧野地区が合併して、
昭和29(1954) 年 4 月 1 日に美濃加茂市は産声をあげました。その市制施行から 70 年。社会が急速に拡大と変化を続けるなか、いくつもの困難
を乗り越えて、道路や上下水道をはじめとする都市基盤の整備や、教育・文化・福祉の充実などが進められてきました。
　この展覧会では、これまでの資料調査をもとに、市の発足から今日に至るまでの美濃加茂市の歩みを資料や写真、年表をもとに振り返り、ま
ちの移り変わりや暮らしの発展をたどります。そして過去について思いを巡らせることで、みのかもの今、そしてこれからについて改めて目を
向けていただきたいと考えます。

【会期中、美術工芸展示室で70年を振り返る歴史的映像を上映します。】

12月23日、29日～31日
1月1日～3日、6日、14日、20日、27日
2月3日

●会   場 企画展示室・美術工芸展示室 ●観覧料 無料

会期中の休館日

��/��日－　　�/� 日����� �����●会   期

＊事前申し込み不要。直接会場までお越しください。

市制施行 70 周年記念
森のコンサート 14:00-15:30

 　2 月 9日（日） エントランス
ホール

美濃加茂市の市制施行 70 周年記念ソング「ミノカモストーリー」を手掛け
た当市出身のシンガーソングライター 田中慈人さんを迎えて開催するア
コースティックコンサートです。

参加料：無料
出演：シンガーソングライター　田中 慈人 氏

＊事前申し込み不要。直接会場までお越しください。

「みのかもかるちすとくらぶ」会員限定特別体験会

企画展示室
美術工芸展示室

無料

　2月 2日（日）
　  13:30-15:00
　 （受付 13:00 ～）

「平成」時代を考える
研修室

平成時代の初め、美濃加茂市では木曽川の築堤や下水道、高速道路などの基
盤がつくられ、新たな福祉政策や国際・文化交流も始まるなど現在の基本機
能が整えられていきます。平成年間は市民による多種多様な活動が展開され
現在の暮らしに繋がっています。全国的な動向も見据えながら美濃加茂市の
「平成」時代を考えます。

参加料：無料
講師：名古屋大学名誉教授　羽賀 祥二 氏

＊事前申し込み不要。直接会場までお越しください。

記念講演

ミュージアムトーク

12月22日㊐～1月7日㊋

参加料

担当学芸員が展示室をご案内いたします。

参加料：無料 ＊事前申し込み不要

「みのかもかるちすとくらぶ」とは、みのかも文化の森と美濃加茂市文化会館
（かも～る）の共通の友の会です。展示室の見学と合わせて、今回の展示に関
連した普段見ることのできない収蔵庫の資料を間近に見ていただきたく、会
員の方限定の体験会です。
※「みのかもかるちすとくらぶ」ご入会ご希望の方はみのかも文化の森まで
     お問い合わせ下さい。

まちの歴史的な建物をたどる 13:00-15:30

美濃加茂市内
バスにて現地を
案内します。

集合場所：文化の森

バスツアー
現在の市役所庁舎ができるまで使用されていた旧太田町役場庁舎（現存）、
国登録文化財になっている旧伊深村役場、またかつての郵便局や銀行などの
建造物をたどりながら、当時のまちの様子をイメージします。

2月25日、3月3日、10日、17日会期中の休館日

未来に繋ぐみのかもの70年
A4判  40P  500 円

大北利根子
ワークショップ

ミュージアムトーク

3月 2日日　13:00ｰ16:00

2月24日月   10:00ｰ11:00

3月 9日日 13:00ｰ15:30阿曽藍人　
アトリエ見学

＊事前申込みが必要です。
　詳細・申込方法は、展覧会の
　チラシやみのかも文化の森HP
　等でお知らせいたします。

阿曽藍人《土の織物》
　　  撮影:小寺克彦

f o r um  &  e v en t

参加料無料
事前申し込み不要

林武史
アーティストトーク 2月22日土 13:30ｰ14:30

f o r um  &  e v en t
林 武史《無題》

はやし かいいち
市出身の郷土史家　林 魁一（1875－1961）
が遺した多量の出土品のうち、美濃国刻印須
恵器がありました。奈良時代始めの美濃で生
産され、国名の印が押された須恵器は全国で
も例が無く、重要な資料でした。
しかし、長らく出土地などの情報が不明でした
が、古文献（大正13年刊行の報告文）に掲載
されていたことが判明しました。掲載図から
読み取れた「蓋の裏面」、「三文字の記述」、
割れ方の形状から、同定できました。

担当学芸員が展示室をご案内いた
します。

2月25日、3月3日、10日、17日会期中の休館日



2025 年  1月～3月

美濃加茂市民ミュージアムでの展示の様子

本庄早稲田の杜ミュージアムでの展示の様子

資料を調査する両市の学芸員

イベントイベント

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●会場 ●参加料

市民による朗読です。
作品： 詩「あなたの手と私の手を」吉田桃子/  作
　　　「チヨ子」宮部みゆき/  作
　　　「いろはに、こんぺいとう」原田マハ/  作

ひな人形、武者人形、動物など
土びなを飾ります。ひなかざり 2/ 9（日）～3/30（日）

まゆの家

年 中 行 事
自由
観覧

市民による朗読です。
作品：「福袋」　朝井まかて/  作

2/15(土)
14：00 -15：00 113名緑のホール 無料

3/15(土)
14：00 -15：00 第248回 森の朗読会 113名緑のホール 無料

 1/18 (土)
14：00 -15：00 113名緑のホール 無料

12名

●定員

3/13(木）
9：30 -13：00

生活体験館
（まゆの家）

1500円
春の草木で絹布を染めます。
持ち物：エプロン、ビニール袋、
ゴム手袋、雑巾

春を染める

ていねいな暮らし講座

●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

※イベントや講座について、今後の
予定や定員が変更になる場合があ
りますので、文化の森ホームページ
でご確認いただくか、電話でお問い
合わせください。

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
　こちらの2次元コードからもお申し込みできます。 →
■はがき（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入）
■ご来館
※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にてお知
らせいたします。

講座にお申し込みいただいた
個人情報は、以下の項目のみ
に使用します。
1.お申し込みに関する問合せ
2.講座開催に関する連絡
3.抽選結果の通知

事前申し込み
について

電話、FAXによる受付は行い
ません。右記のいずれかの
方法でお申し込みください。

第247回 森の朗読会

第246回 森の朗読会

四季を食べる講座

ボランティア「伝承料理の会」と一緒にこの地域に伝わる料理を作ります。料理にまつわる楽しいお話も聞けます。    【持ち物：エプロン、三角巾】

15名500円
【 12/24（火）～ 1/15（水）】

【 1/ 7（火）～ 1/19（日）】

【 1/21（火）～ 2/7（金）】

毎年大人気のみそ作りです。昨年
漬けたみそも美味しくなっていま
す。食べてみましょう。

手作りみそ 生活体験館
（まゆの家）

生活体験館
（まゆの家）

2/ 6（木）
10：30 -13：30

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

【 12/17（火）～ 1/ 7（火）】

美濃加茂市市制施行から70年。
美濃加茂市ができた頃、市民のみ
なさんが食べていたものを少し再
現してみます。

1/25（土）
10：30 -13：30 昭和29年頃、こんなの

食べとったね・・・。
500円 15名

市制70周年記念特別講座

市民による朗読です。
作品：『処方箋のないクリニック』 より 
　　　「もみじドライバー」　仙川  環 /  作

せんかわ たまき

●日時 ●内容 ●申し込み方法 ●参加料●名称 ●定員●会場

各回8名
手びねりの技法またはろくろで簡
単な器を作ります。出来上がった
作品は、後日お渡しします。
持ち物：エプロン、タオル

1000円
2/16 (日）

①13：00 -14：30
②15：00 -16：30

陶芸室陶芸で作る器

アートな 1 日講座

＊申し込みの際は希望
時間をご記入下さい。

ひ
な
か
ざ
り
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　2024 年10 月12 日から、企画展「中山道と本陣―本庄宿と太田宿―」
を本庄早稲田の杜ミュージアムで開催しました（～2025年1月13日 )。
展示に向けて本庄市から美濃加茂市におうかがいし、太田宿の町並み
の見学や本陣資料の調査を行いました。その中から「三十二間筋兜　
伝武田耕雲斎所用」や「三葉葵紋蒔絵硯箱」などの資料 13 点を借用し、
「休泊控帳」などの本庄宿関係資料・早稲田大学所蔵の街道関係資料
と合わせて展示しました。実際にかつて本陣で使われた資料に来館者
の方はとても興味深そうに観覧されている様子でした。また太田宿に
残る本陣門などの史跡もご紹介し、美濃加茂市をより身近に感じても
らうことができたと思います。本庄宿に残る古文書資料と太田宿に残
るモノ資料を一堂に展示することで、中山道の本陣を立体的に感じて
いただけたのではないかと考えています。
　　　　　　　　　　　　　   （本庄早稲田の杜ミュージアム　Ｈ.Ａ）

　2024年7月13日から8月25日にかけて、新収蔵記念「本陣の品々」を開
催しました。本陣とは江戸時代の宿場に置かれ、大名など身分の高い
人々が休憩や宿泊のために利用した施設です。美濃加茂市にはかつて太
田宿があり、展覧会では太田宿の本陣にまつわる様々な品をご紹介しま
した。
　また、この展覧会は早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業として開催
し、早稲田大学と同大学の本庄キャンパスがある埼玉県本庄市と共催し
たものです。本庄市にもかつて本庄宿があり、本陣に残された「休泊控
帳」という宿泊記録を中心に7点の資料をお借りして展示しました。本庄
宿の「休泊控帳」は1642年から221年分残されており、本陣が利用者を迎
えるための準備などを詳しく知ることができます。
　太田宿と本庄宿、それぞれの本陣に残された資料を同時にご紹介でき
たことで、本陣の活動をよりリアルに感じていただけたのではないかと思
います。　　　　　　　　　　　　（美濃加茂市民ミュージアム　Ｙ.Ｆ）

会　　期 : 2024年10月12日（土）～2025年1月13日（月/祝）
開館時間 : 午前9時～午後4時30分
会　　場 : 本庄早稲田の杜ミュージアム 早稲田大学展示室
　　  　　  〒367-0035 埼玉県本庄市西富田1011
　　　　　 　　　　　    早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
                      　　　　　   （早稲田大学93号館）1階
入  館  料 : 無料
休  館  日 : 月曜日（休日の場合は翌日）・年末年始（12月28日～1月3日）

内覧会における両市長

   「本陣の品々」
　　　図録販売中です！
　　A4判  8P  200 円

企画展「中山道と本陣－本庄宿と太田宿－」

新収蔵記念「本陣の品々」

「中山道と本陣―本庄宿と太田宿―」


